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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　令和４年３月30日に提出いたしました第58期（自　令和３年１月１日　至　令和３年12月31日）に係る有価証券報告

書の記載事項の一部に原本と異なる箇所がありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出す

るものであります。

 

２【訂正事項】
独立監査人の監査報告書

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付しております。
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　　（訂正前）

独立監査人の監査報告書

 

（省略）

監査上の主要な検討事項

　監査上の主要な検討事項とは、当事業年度の財務諸表の監査において、監査人が職業的専門家として特に重要であると

判断した事項である。監査上の主要な検討事項は、財務諸表全体に対する監査の実施過程及び監査意見の形成において対

応した事項であり、当監査法人は、当該事項に対して個別に意見を表明するものではない。

 

（省略）

 

非上場株式の評価の妥当性について

監査上の主要な検討事項の内容及び決定理由 監査上の対応

　会社は、事業の拡大を企図し、将来有望と判断した会社

に対して投資を行っている。当事業年度末において事業拡

大を目的とした株式投資額は、貸借対照表に計上されてい

る投資有価証券125,550千円及び関係会社株式36,618千円

の内、それぞれ56,250千円、36,618千円であり、全てが非

上場株式である。

 

　当該株式については、投資時点から投資先の財政状態悪

化により実質価額が取得原価の50％を下回っている場合に

は、回復可能性が十分な証拠によって裏付けられない限

り、減損処理を行うこととしている。

 

　会社は、以上の評価方針に従い、当事業年度において減

損処理は不要と判断している。なお関係会社株式36,618千

円については、上記「事業計画見直しによる会計処理の妥

当性」にて検討を行っているため当該検討対象から除外し

ている。

 

　当監査法人は、会社の事業拡大を企図した投資及び投資

額の評価は経営者の判断を伴い、また株式としての投資し

た先のほとんどが非上場会社であることから、投資額の評

価の妥当性が財務諸表監査において特に重要であると考え

られるため、監査上の主要な検討事項に該当するものと判

断した。

　当監査法人は、監査上の主要な検討事項に対し、主とし

て以下の監査手続を実施した。

 

1.内部統制の評価

　投資先の決定、管理に関連する内部統制の整備・運用状

況の有効性を評価した。

 

2. 非上場株式の評価

　評価額の妥当性について、以下の手続により検討した。

・投資先の状況について、取締役会議事録の査閲をすると

ともに、適宜、経営者へ質問をした。

・会社は、発行会社の事業計画に基づいた評価は実施して

おらず、純資産額に基づき減損処理の要否を検討してい

ることから、入手された投資先の財務諸表の妥当性を検

討し、妥当と判断した純資産価額に基づき、減損処理の

要否を検討した。

 

（省略）
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　　（訂正後）

独立監査人の監査報告書

 

（省略）

監査上の主要な検討事項

　監査上の主要な検討事項とは、当事業年度の財務諸表の監査において、監査人が職業的専門家として特に重要であると

判断した事項である。監査上の主要な検討事項は、財務諸表全体に対する監査の実施過程及び監査意見の形成において対

応した事項であり、当監査法人は、当該事項に対して個別に意見を表明するものではない。

 

（省略）

 

事業の拡大を企図した投資額評価の妥当性

監査上の主要な検討事項の内容及び決定理由 監査上の対応

　会社は、事業の拡大を企図し、将来有望と判断した会社

に対して投資を行っている。当事業年度末において事業拡

大を目的とした株式投資額は、貸借対照表に計上されてい

る投資有価証券125,550千円及び関係会社株式36,618千円

の内、それぞれ56,250千円、36,618千円であり、全てが非

上場株式である。

 

　当該株式については、投資時点から投資先の財政状態悪

化により実質価額が取得原価の50％を下回っている場合に

は、回復可能性が十分な証拠によって裏付けられない限

り、減損処理を行うこととしている。

 

　会社は、以上の評価方針に従い、当事業年度において減

損処理は不要と判断している。なお関係会社株式36,618千

円については、上記「事業計画見直しによる会計処理の妥

当性」にて検討を行っているため当該検討対象から除外し

ている。

 

　当監査法人は、会社の事業拡大を企図した投資及び投資

額の評価は経営者の判断を伴い、また株式としての投資し

た先のほとんどが非上場会社であることから、投資額の評

価の妥当性が財務諸表監査において特に重要であると考え

られるため、監査上の主要な検討事項に該当するものと判

断した。

　当監査法人は、監査上の主要な検討事項に対し、主とし

て以下の監査手続を実施した。

 

1.内部統制の評価

　投資先の決定、管理に関連する内部統制の整備・運用状

況の有効性を評価した。

 

2. 非上場株式の評価

　評価額の妥当性について、以下の手続により検討した。

・投資先の状況について、取締役会議事録の査閲をすると

ともに、適宜、経営者へ質問をした。

・会社は、発行会社の事業計画に基づいた評価は実施して

おらず、純資産額に基づき減損処理の要否を検討してい

ることから、入手された投資先の財務諸表の妥当性を検

討し、妥当と判断した純資産価額に基づき、減損処理の

要否を検討した。

 

（省略）
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